
　

多
彩
な
自
然
に
寄
り
添
う
よ

う
に
人
々
が
暮
ら
す
川
上
村
。

　

豊
か
な
自
然
に
抱
か
れ
、
の

ん
び
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で

み
ん
な
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、し
っ

か
り
と
育
つ
子
ど
も
た
ち
。

　

田
舎
暮
ら
し
は
、
第
２
の
ふ

る
さ
と
を
持
つ
こ
と
で
す
。

　

最
初
の
ふ
る
さ
と
は
自
分
で

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

２
番
目
の
ふ
る
さ
と
は
自
分
で

選
ぶ
こ
と
が
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
川
上
村

に
ふ
る
さ
と
を

探
し
に
き
て

く
だ
さ
い
。

奈 良 県 川 上 村

〜 か わ か み ん ぐ 〜

Kawa
 　kami

　　 Village Nara

田 舎 暮 ら し × 職 ＋ 住



川

上

村

は

　

　

水

の

ふ

る

さ

と

そ

し

て第

２

の

ふ

る

さ

と

みなさんの “ からだ ” とつながっています。

川上村をご存知ですか？名前のとおり、川の上流にある村。吉野川（紀の川）源
流の村です。ここから生まれた水の流れは、遠く離れた奈良盆地も潤しながら和
歌山の海へと至ります。

小さな村ですが、かけがえのない水をお届けする大切な役割があり、できるだけ
きれいな水を届けられるよう、環境を意識した村づくりに取り組んでいます。

水を育む森があり、森を育む営みがあり、自然に生かされる暮らしがある。
そんな川上村を是非一度見に来てください。

私たちのからだの約 65％は水です。
あなたのなかにも川上村の水がめぐっているかもしれません。

室町時代に遡る吉野林業の歴史
　吉野林業発祥の地・川上村では、約 500 年間にわたって植林が進められてきま
した。広大な面積のほとんどが山林で、山を望めば、日本三大美林の一つに数え
られる吉野杉の美林が広がっています。現存する最古の人工林「下多古村有林－
歴史の証人」は、県内で初めて文化庁の「ふるさと文化財の森」に選定されました。

いのちを守り伝える吉野川源流－水源地の森
　吉野川の源流部には、手つかずの天然林「原生林」が残されています。村では
雨を蓄え、川をなし、あらゆる命を支える貴重な原生林を後世に残すため、約
740ha の原生林を購入し、「水源地の森」として守っていきます。
※一般の方は入山できません。
　森と水の源流館が主催する「水源地の森ツアー」にご参加ください。

水源地の村
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森と水の源流館
「森と水の源流館」は、私たちの生
活に欠かすことのできない「水」を
育む豊かな森をはじめ、自然の持っ
ている「美しさ、楽しさ、不思議さ」
を多くの皆さんに知ってもらう施
設です。源流の森の四季折々の自
然の営みを感じられる再現ジオラ
マや巨大パノラマ映像、川に棲む
生き物たちに出会える大型水槽や、
たっぷり遊んで学べる体験プログ
ラムなどが楽しめます。

●
水
源
地
の
森
ツ
ア
ー

　

森
と
水
の
源
流
館
が
主
催
す
る
水
源
地
の
森
ツ
ア
ー

は
、
私
た
ち
に
か
け
が
え
の
な
い
水
を
届
け
て
く
れ
る

源
流
の
森
を
訪
ね
ま
す
。
森
の
入
口
に
そ
っ
と
お
じ
ゃ

ま
し
、
そ
の
魅
力
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
川
上
村
な

ら
で
は
の
自
然
を
体
感
で
き
る
ガ
イ
ド
付
き
ツ
ア
ー
で

す
。
深
い
自
然
と
美
し
い
源
流
の
水
を
ご
体
験
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
「
森
と
水
の
源
流

館
」
で
は
、
川
上
村
の
自
然

に
触
れ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
源
流
の
自

然
、
水
源
地
を
守
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。 知

る
知

る

山
に
暮
ら
そ
う
・
田
舎
で
暮
ら
そ
う

川
上
村
移
住
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
伝
え
し
ま
す

意
外
と
身
近
に
あ
る
豊
か
な
自
然

ま

ず

は

川

上

村

と

知

り

合

お

う

「
水
源
地
の
村
﹂
な
ら
で
は
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ツ
ア
ー

施設名 森と水の源流館
所在地 〒 639-3553 吉野郡 川上村宮の平
TEL: 0746-52-0888 / FAX: 0746-52-0388
URL: http://www.genryuu.or.jp/

吉野ストア上市店

南奈良総合医療センター役場から車で５０分の距離にある橿原市の大型
ショッピングセンター、映画館もあります。

< 病院 >
南奈良総合医療センター
役場から車で 40 分
< スーパー >
役場から車で 20 分
< コンビニ >
役場から車で 15 分

< 役場周辺 >
郵便局・診療所
南都銀行・JA（農協）
ホテル杉の湯・道の駅

【周辺には何がある？】

川
、
吉
野
川
（
紀
の
川
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
最
初
の

一
滴
が
生
ま
れ
る
水
源
地
の
村
で
あ
る
川
上
村
は
、
流

域
に
水
の
恵
み
を
届
け
る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
川
上
村
へ
は
、
大
阪
方
面
か
ら
車
で
約
１
時

間
３
０
分
、
電
車
で
は
約

２
時
間
で
ア
ク
セ
ス
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●京都駅

●新大阪駅

●
大
阪
か
ら
２
時
間
で

　

川
上
村
は
県
南
東
部
、
吉
野
川
（
紀
の
川
）
の
源
流

に
位
置
す
る
水
源
地
の
村
。
国
内
有
数
の
多
雨
地
帯
と

し
て
知
ら
れ
る
大
台
ケ
原
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
そ
の

大
台
ケ
原
を
分
水
嶺
に
紀
伊
水
道
へ
流
れ
出
る
一
級
河

大
阪
か
ら

名
古
屋
か
ら

京
都
か
ら

Ｊ
Ｒ
大
阪
駅

近
鉄
阿
部
野
橋
駅

Ｊ
Ｒ
鶴
橋
駅

近
鉄
鶴
橋
駅

大
和
上
市
駅

近
鉄
名
古
屋
駅

大
和
八
木
駅

Ｊ
Ｒ
京
都
駅

近
鉄
京
都
駅

大
阪
方
面
か
ら

松
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ

美
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ

郡
山
Ｉ
Ｃ

葛
城
Ｊ
Ｃ
Ｔ

橿
原
市
内

京
都
方
面
か
ら

木
津
Ｉ
Ｃ

郡
山

川
上
村

川
上
村

環状線
約15分

特急
約30分 約5分

特急
約35分

特急
約35分

大
和
八
木
駅

橿
原
神
宮
前
駅

特急
約1時間50分

特急
約55分

約5分

西名阪自動車道

南阪奈自動車道

国道24号線

国道24号線

高田バイパス

国道24号線

国道169号線

木
駅

木
駅

バス
約35分

大
和
上
市
駅
か
ら
川
上
村

へ
は
、
や
ま
ぶ
き
バ
ス
・

ス
マ
イ
ル
バ
ス
・
ゆ
う
ゆ

う
バ
ス
ま
た
は
タ
ク
シ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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WEBでCHECK!

YoutubeでCHECK!

川上村の紹介や移住イベント情報を発信しています !

動画で川上村の様子を配信しています。

●
川
上
ｉ
ｎ
ｇ
ツ
ア
ー

　

川
上
ｉ
ｎ
ｇ
ツ
ア
ー
は「
川
上
村
の
職
と
住
」を
知
っ

て
頂
く
た
め
の
ツ
ア
ー
で
す
。

　

川
上
村
に
興
味
の
あ
る
人
、
住
ん
で
み
た
い
人
を
対

象
に
役
場
職
員
が
村
内
を
ご
案
内
し
ま
す
。
保
育
園
・

学
校
見
学
や
事
業
所
の
見
学
、
空
き
家
や
村
内
の
施
設

見
学
な
ど
川
上
村
の
「
今
」
が
分
か
る
ツ
ア
ー
で
す
。

　

川
上
村
に
直
接
触
れ
て
、
直
接
感
じ
て
田
舎
暮
ら
し

の
不
安
を
解
消
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
ツ
ア
ー
を
き
っ

か
け
に
移
住
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
の
内
容
は
募
集
時
期
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

求
人
募
集
中
の
事
業
所
や
入
居
者
募
集
中
の
村
営
住

宅
・
空
き
家
紹
介
な
ど
最
新
の
内
容
で
ツ
ア
ー
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
地
元
の
方
と
交
流
す
る
機
会
も
あ
り
ま

す
。
リ
ア
ル
に
川
上
村
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
体
験
ツ

ア
ー
で
す
。

川
上
i
n
g
ツ
ア
ー

https://www.iju-navi.soumu.go.jp/onl/nara/kawakami/https://www.iju-join.jp/prefectures/nara/229005/

https://youtu.be/fkArP2QaZl4 https://youtu.be/-a0i_Uqhuwc

山に暮らす Vol.1 山に暮らす Vol.2

移
住
希
望
者
の
方
に
川
上
村
の

﹁
今
﹂
を
紹
介
す
る
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ツ
ア
ー

知
る

　川上 ing ツアーでは、先輩移
住者の方との交流会もあります。
　 仕 事 の こ と、 学 校 の こ と な
ど、 移 住 に 関 す る 不 安 や 疑
問 を ど ん ど ん 質 問 し て み て
く だ さ い。 先 輩 移 住 者 の 方
が 本 音 で 答 え て く れ ま す よ。

（交流会の会場はツアーによって
変わります。）

参加対象：20 歳代～ 40 歳代の方（単身者・家族の方）
集合場所：近鉄大和上市  9：30
 川上村役場　10：00
参 加 費：無料（食事はご用意します）
 ただし、宿泊費をご負担願います。
大　　人：3,000 円 / 小人：1,000 円 / 乳幼児：無料
募集人数：10 名程度１泊２日・各日どちらか参加でも OK

行　　程： 1 日目 10:00　川上村集合
→ 村内事業所・保育園・小学校見学
　 住宅などの見学
→ 先輩移住者などとの交流会

２日目 9:00　宿出発
→ 村内施設・住宅などの見学
→ 14:00 川上村解散

（近鉄大和上市駅まで送迎します）

平成 30 年 3 月実施のツアー内容です。内容はツアーにより変わります。

空き家見学保育園・学校見学事業所見学

全国移住ナビJOIN ニッポン移住・交流ナビ
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移
住
を
決
意
し
た
ら
、
川
上
住
ま
い
る
ネ
ッ
ト

住
む

現地見学
気に入った物件があれば、あるいは川上村のことを知
りたいと思ったら、その旨をお伝えください。
役場担当者が、物件や川上村の見学、移住者との面談
にご案内します。実際に物件を見てもらって、気に
入ったら、所有者を紹介します。02STEP

登録
「川上住まいるネット」の空き家情報には、川上村で
現在借り手を募集している物件の情報を掲載していま
す。気に入った物件がありましたら、まずは登録申込
をしてください。役場担当者よりご連絡いたします。
※登録の条件として、地域の行事や、ご近所との付き
合いをしてくれる方に限ります。01STEP

03STEP

契約 役場が賃貸の仲介を行うわけではありません。その後
の交渉は、所有者と直接交渉を行っていただきます。
ただし、役場は交渉において、賃貸借契約書（川上村
役場作成）の利用をお勧めしております。

川上村
生活開始

いっぱいの自然に囲まれて四季の変化を五感で感じら
れる川上村での生活は、かけがえのない家族と過ごす
時間を有意義なものにしてくれるに違いありません。
活気にあふれる明るい村づくりにもご参加いただきな
がら、新しい人生を大いに楽しんでください。04STEP

川上住まいるネット（空き家バンク）とは？
　村内の空き家の有効活用として田舎暮らしを希望する都市部の方に、賃貸可

能な空き家を紹介することで、移住を促進し、人口減少に歯止めをかけるとと

もに、集落の活性化を図ることを目的としています。

川上住まいるネットホームページ　
http://www.vill.kawakami.nara.jp/move/
docs/2017020200295/

「川上住まいるネット」の空き家情報には、川上村で現
在借り手を募集している物件の情報を一部掲載してい
ます。まずは登録申込をしてください。登録後、空き
家情報をご連絡します。
※登録の条件として、地域の行事にご参加いただけ、
ご近所との付き合いができる方に限ります。

気に入った物件があれば、あるいは川上村のことを知
りたいと思ったら、その旨をお伝えください。
役場担当者が、物件や川上村をご案内します。実際に
物件を見てもらって、気に入ったら、所有者をご紹介
します。

役場が賃貸の仲介を行うわけではありません。その後
の交渉は、所有者と直接交渉を行っていただきます。
ただし、役場は契約において、賃貸借契約書（川上村
役場作成）の利用をお勧めしております。

いっぱいの自然に囲まれて四季の変化を五感で感じら
れる川上村での生活は、かけがえのない家族と過ごす
時間を有意義なものにしてくれるに違いありません。
活気にあふれる明るい村づくりにも参加いただきなが
ら新しい暮らしを大いに楽しんでください。

移住が決まったら

●まずは顔見知りになりましょう
　地区の方々は「どんな方が住んでくれるんだろう。」という不安

を持たれていると思います。不安な気持ちはどちらも同じですよね。

まずは、顔見知りになるため区長さん（地区全般のとりまとめをし

てくれています）、ご近所の方に挨拶に行きましょう。住まいるネッ

ト登録者の方には、定住促進課担当者が同行させてもらいます。

●地区の行事には積極的に参加しましょう
　地域のお祭りや人足（区民で行う美化活動）、その他行事などに

は積極的に参加しましょう。空き家所有者さんもこういったお付き

合いをしてくれる方の入居を望んでいるのはもちろん、ご近所の方

と仲良しになれるチャンスでもあります。

　また、男性の方は強制ではありませんが、地元の消防団の活動に

も参加されてはいかがでしょうか。

●地域の決まり
　水道は簡易水道になっており、各地区の水道組合で運営されてい

ます。加入金や水道料金はそれぞれの組合によって変わります。

　また、毎月の区費（自治会費）も各地区で変わります。

●村には田んぼがありません
　急峻な土地が多いため、専業農家さんもいらっしゃいません。家

庭で食べる程度の野菜を作っている方はたくさんいらっしゃいま

す。家庭菜園をしてみたい方はご近所の方と仲良しになったら作り

方など教えてもらえるかもしれませんね。

定
住

︵
空
き
家
バ
ン
ク
︶
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室
内
に
は
、
日
本
三
大
人
工
美
林
に
数
え

ら
れ
る
川
上
産
吉
野
杉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
て
い
ま
す
。

　

木
の
ぬ
く
も
り
、
香
り
を
生
活
の
中
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昔
な
が
ら
の
土
間
が
あ
り
、
玄
関

か
ら
裏
口
へ
と
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
、

汚
れ
た
足
元
な
ど
も
裏
口
で
洗
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
訪
れ
た
お
客
さ
ん
と
話
を
し
た
り
、

ち
ょ
っ
と
一
息
つ
け
る
場
所
が
あ
る
の
も
田

舎
な
ら
で
は
で
す
。

川
上
ら
し
さ
の
あ
る
家

和室

個室１ 個室３個室２ 個室４ 個室５

リビング
玄関

土間

和室
廊下

6帖

物入れ
クローゼット

構造：木造平屋建て
延床面積６１坪（約２００㎡）
吉野材（無垢材）使用量
杉　28.76㎥
桧　  6.70㎥
総使用量 35.46㎥

　

広
々
と
し
た
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
で

す
。
入
居
者
の
交
流
・
団
ら
ん
の
場
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス
・
カ
ウ
ン
タ
ー
は
川
上

産
吉
野
杉
を
使
用
し
、
吉
野
杉
工
房
で
制
作

し
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
空
間
を
し
っ
か
り
と
確
保
。

自
分
だ
け
の
時
間
も
過
ご
せ
ま
す
。

ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン

個
室

入居概要
敷　　金：家賃 3 ヵ月分
入居期間：最長 5 年
備　　品：エアコン・簡易ベッド・シーリングライト
そ の 他：Wi-Fi 利用可能

　

人
知
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
川
上
村
で
田
舎
暮
ら
し
や

起
業
、
林
業
等
の
仕
事
の
た
め
に
移
住
を
考
え
て
い
る

18
歳
～
40
歳
ま
で
の
若
者
の
た
め
の
住
宅
で
す
。

　

こ
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
の
生
活
を
通
じ
て
川
上
村
の

暮
ら
し
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

川
上
村
へ
の
定
住
の
足
掛
か
り
と
な
る
施
設
と
し
て
活

用
し
ま
す
。

住
む

人
知

 
シ
ェ
ア

   
ハ
ウ
ス

川
上
村
定
住
へ
の
足
掛
か
り
に

対 象 者：18 歳から 40 歳までの単身者
家  　賃：12,000 円
共 益 費：   6,000 円

洗面スペース 和室 外観
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【
ど
ん
な
職
種
・
お
仕
事
で
す
か
？
】

　

金
属
加
工
業
で
す
。
空
調
や
給
湯
の
銅
パ
イ
プ
の
加

工
（
曲
げ
る
、
接
合
、
穴
あ
け
な
ど
）
が
得
意
分
野
で

大
手
メ
ー
カ
ー
の
下
請
け
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
殊
な
技
術
が
あ
る
の
で
、
こ
ん
な
田
舎
で
も
仕
事

が
あ
る
ん
で
す
。
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
ス
テ
ン
レ
ス

の
加
工
技
術
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
成
長

す
る
分
野
で
す
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
ど
ん
ど
ん
提
案
し

て
新
し
い
分
野
を
開
拓
し
て
い
ま
す
。

【 

職
場
は
ど
ん
な
雰
囲
気
で
す
か
？
】

　

従
業
員
の
年
齢
層
は
と
て
も
幅
広
く
て
、
10
代
か
ら

70
代
ま
で
で
、 

あ
る
意
味
で
終
身
雇
用
で
す
。

　

仕
事
中
は
忙
し
い
で
す
が
、
職
員
み
ん
な
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
す
る
な
ど
、和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
い
ま
す
。

社
内
で
の
技
術
取
得
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
技
術
を

磨
き
た
い
方
に
も
最
適
で
す
。

【
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？
】

　

特
殊
な
技
を
持
つ
職
人
が
い
て
、
他
に
は
真
似
で
き

な
い
技
術
が
あ
り
、
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
信
頼
を
得
て
い

ま
す
。
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も
会
社
の
中
心
的
存

在
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。
品

質
管
理
に
興
味
の
あ
る
方
、
も
の
作
り
の
好
き
な
方
は

ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

川
上
村
で
　
　
　
　
　

働
く

　

こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
特
殊
な
技
術
を
受

け
継
い
で
く
れ
る
人
、
品
質
管
理
を
任
せ
ら

れ
る
人
を
求
め
て
い
ま
す
。
未
経
験
で
も
や

る
気
が
あ
れ
ば
、
挑
戦
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

働
く

東谷 大輔 さん

（株）東谷製作所
（金属加工）

http://www.higasitani-ss.com/

〒 639-3541  
川 上 村 大 字 東 川 1 6 5 6 番 地

T E L :  0 7 4 6 - 5 3 - 2 0 1 4 　
FA X :  0 7 4 6 - 5 3 - 2 4 5 7

川
上
村
の
事
業
所
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新
し
く
導
入
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
。

職
人
の
技
術
と
最
先
端
の
技
術
が

う
ま
く
融
合
し
て
い
る
。

銅パイプの加工から、より難しいステンレ
スパイプへの加工へと技術革新を続ける。

【
ど
ん
な
職
種
・
お
仕
事
で
す
か
？
】

　

木
工
製
品
の
デ
ザ
イ
ン
、
開
発
、
製
造
で
す
。
現
在

は
合
板
で
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
の
パ
ー
ツ
な
ど
を
製
造

し
て
い
ま
す
が
、
地
元
の
木
材
を
使
っ
た
家
具
や
小
物

も
製
造
し
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
性
の
あ
る
、
使
っ
て

楽
し
い
木
製
品
の
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

【 

職
場
は
ど
ん
な
雰
囲
気
で
す
か
？
】

　

仕
事
中
は
皆
さ
ん
黙
々
と
仕
事
し
て
い
る
の
で
、
自

分
の
仕
事
を
全
う
し
て
い
る
と
い
っ
た
感
じ
で
す
ね
。

【
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？
】

　

受
注
生
産
で
シ
ス
テ
ム
化
が
確
立
さ
れ
て
い
て
、
納

期
対
応
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
取
引
先
か
ら
は

信
頼
し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

　

ま
た
、
機
械
設
備
が
充
実
し
て
い
る
た
め
、
図
面
さ

え
あ
れ
ば
何
で
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
新
た
な

製
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
が
形
に
で

き
る
職
場
で
す
。
地
元
の
木
材
を
使
っ
た
木
工
製
品
を

開
発
・
製
造
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
木
工
製

品
の
デ
ザ
イ
ン
や
開
発
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
一
杯
の
方
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

現
状
は
機
械
で
製
造
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

今
後
は
カ
ン
ナ
や
ノ
ミ
な
ど
の
道
具
を
使
え
る
方
に
も

来
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

菊谷能樹 さん

（有）菊谷木工所
（木工製品の開発、製作）

http://kikutani.net/

〒639-3541  
川 上 村 大 字 東 川 7 9 8 番 地
T E L :  0 7 4 6 - 5 3 - 2 1 5 4 　
FA X :  0 7 4 6 - 5 3 - 2 3 0 6

川
上
村
の
事
業
所
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

既
存
の
仕
事
は
安
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

新
し
い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。
機
器
類
も
最
新
の
も
の
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で
に
な
い
木
製
品

の
開
発
に
取
り
組
み
た
い
。
多
彩
な
ア
イ
デ

ア
や
技
術
を
持
っ
た
方
に
来
て
、
新
し
い
も

の
作
り
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ISO9001認証取得事業所
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【
ど
ん
な
職
種
・
お
仕
事
で
す
か
？
】

　

木
材
利
用
の
減
少
や
価
格
が
低
迷
す
る
中
、
本
村
の

基
幹
産
業
で
あ
る
「
吉
野
林
業
」
を
再
生
す
る
た
め
、

村
内
の
５
つ
の
団
体
（
川
上
村
、 

川
上
村
森
林
組
合
、 

川
上
郷
木
材
林
産
協
同
組
合
、 

吉
野
木
材
協
同
組
合
連

合
会
、 

川
上
産
吉
野
材
販
売
促
進
協
同
組
合
）
が
手
を

組
ん
で
、
山
づ
く
り
か
ら
加
工
・
流
通
・
販
売
ま
で
一

体
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
林
業
技
術
の
継
承
や
後
継

者
の
育
成
、
村
産
材
の
安
定
供
給
体
制
と
情
報
・
販
売

拠
点
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

【 

主
な
事
業
を
教
え
て
く
だ
さ
い
】

　

森
林
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
で
は
、
森
林
資
源
調
査
・

林
業
施
策
検
討
・
モ
デ
ル
施
業
実
行
支
援 

（
集
材
シ
ス

テ
ム
等
検
討
）・
人
材
育
成
支
援
・
植
林
・
基
盤
整
備

支
援
な
ど
で
す
。

　

販
売
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
で
は
、
川
上
産
吉
野
材
ブ

ラ
ン
ド
化
・
新
商
品
開
発
、
需
要
開
拓
・
情
報
発
信
拠

点
構
築
・
観
光
林
業
な
ど
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

【
ど
ん
な
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
か
？
】

　

林
業
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
デ
ジ
タ
ル
測
量
機
器
な
ど
を
活
用
し

て
森
林
の
調
査
・
分
析
を
行
え
る
技
術
者
と
、
吉
野
材

の
良
さ
を
ユ
ー
ザ
ー
に
熱
く
伝
え
ら
れ
る
営
業
マ
ン
を

求
め
て
い
ま
す
。

川
上
村
で
　
　
　
　
　

働
く

　

室
町
時
代
に
遡
り
５
０
０
年
の
歴
史
あ
る

吉
野
林
業
を
、
次
の
５
０
０
年
に
繋
ぎ
、 

暮

ら
し
を
支
え
る
日
本
の
木
の
文
化
を
育
み
、 

世
界
に
誇
れ
る
吉
野
杉
・
吉
野
桧
の 「
品
質
」

と
「
品
格
」
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

働
く

事務局長 森口 尚 さん

一般社団法人
吉野かわかみ社中
http://yoshinoringyo.jp

〒 6 3 9 - 3 5 5 3
川上村大字迫1335－9（林材会館内）

T E L :  0 7 4 6 - 5 2 - 9 5 5 5 　
FA X :  0 7 4 6 - 5 2 - 9 5 5 6

川
上
村
の
事
業
所
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

【
ど
ん
な
職
種
・
お
仕
事
で
す
か
？
】

　

歴
史
あ
る
吉
野
林
業
の
伝
統
を
守
り
、
育
て
て
行
く

の
が
森
林
組
合
の
仕
事
で
す
。
い
ま
山
林
作
業
者
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
の
な
か
で
こ
れ
か
ら
先
を
見
れ
ば

担
い
手
の
育
成
が
す
ご
く
大
切
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
先
吉
野
林
業
を
、
川
上
村
の
山
林
を
守
っ
て
い
く

ひ
と
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
森
林
組
合
に
は
大
き
な
役
割

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
ど
ん
な
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
か
？
】

　

山
林
作
業
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

林
業
に
興
味

が
あ
っ
て
、
体
力
に
自
信
が
あ
る
人
が
一
番
。 

　

安
易
な
気
持
ち
じ
ゃ
な
し
に
、
川
上
村
で
ず
っ
と
働

き
た
い
、
と
意
欲
の
あ
る
人
に
来
て
ほ
し
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
森
林
組
合
の
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
く
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
責
任
感
と
実
行
力
の
あ
る
人
に
川
上

村
の
林
業
を
学
ん
で
欲
し
い
で
す
。

【
今
後
の
事
業
展
開
は
？
】

　

 

引
き
続
き
山
林
作
業
者
の
募
集
を
し
て
、
山
林
作

業
班
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
、
活
力
あ
る
森
林
組
合
に
し
た
い
で
す
。

【
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？
】

　

吉
野
林
業
の
担
い
手
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
５
０
０
年

以
上
続
く
吉
野
林
業
の
伝
統
的
な
技
術
の
習
得
が
で
き

ま
す
。
林
業
は
未
来
に
続
く
仕
事
で
す
。

　

山
林
作
業
者
は
、
基
本
的
に
日
給
月
給
な
の
で
雨
な

ど
の
天
気
の
悪
い
日
に
は
山
仕
事
は
お
休
み
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
う
ち
に
は
、
木
く
ず
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の

工
場
が
あ
る
の
で
、
雨
の
日
は
そ
ち
ら
で
働
い
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
天
候
の
影
響
で
仕
事
が
で
き
な

い
と
き
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
っ
か
り
と
準
備
し
、
年

間
を
通
じ
て
、
安
定
的
に
作
業
が
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
ま
す
。

組合長 南本泰男 さん

川上村森林組合
（森林管理）

http://web1.kcn.jp/kawashin/

〒639-3553  
川 上 村 大 字 迫 1 3 3 5 － 8
T E L :  0 7 4 6 - 5 2 - 0 0 1 1 　
FA X :  0 7 4 6 - 5 2 - 0 9 3 2

川
上
村
の
事
業
所
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

５
０
０
年
続
く
吉
野
林
業
の
担
い
手
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
後
継
者
不
足
の
な
か
、
林

業
の
若
手
育
成
は
森
林
組
合
の
大
事
な
事
業

で
す
。
銘
木
の
ふ
る
さ
と
川
上
村
で
一
緒
に

山
を
育
て
ま
せ
ん
か
？
初
心
者
の
方
で
も
大

歓
迎
で
す
。

　

な
お
、
募
集
人
員
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？
】

　

吉
野
か
わ
か
み
社
中
は
、
５
つ
の
団
体
が
連
携
し
、

５
０
０
年
の
歴
史
あ
る
川
上
村
の
林
業
の
存
続
を
か
け

て
平
成
27
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
各
団
体
の
強
み
を

活
か
し
、
森
林
施
業
か
ら
製
材
・
加
工
・
販
路
の
開
拓

ま
で
幅
広
く
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
管
理
か
ら
木
製
品
の
製
作
・

販
売
ま
で
幅
広
く
事
業
展
開
を
し

て
い
ま
す
。
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定
住
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

定
住

田
舎
暮
ら
し
の
極
意
を

　
　
　     

お
伝
え
し
ま
す

ご

近

所

の

話

に

耳

を

傾

け

よ

う

　

村
内
に
は
、
多
く
の
集
落
が
あ
り
ま
す
が
、
北
和
田

地
区
は
移
住
さ
れ
た
方
の
多
い
地
区
で
す
。
こ
の
地
区

の
女
性
９
名
、
男
性
１
名
の
方
に
、
地
区
の
話
や
嫁
い

で
き
た
時
の
お
話
、
新
し
く
移
住
さ
れ
た
方
の
こ
と
な

ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

【
昔
の
思
い
出
を
教
え
て
く
だ
さ
い
】

　

今
回
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
方
は
、
北
和
田
に
住
ま

れ
て
50
年
～
60
年
の
方
が
多
く
、
中
に
は
北
和
田
の
こ

と
な
ら
何
で
も
知
っ
て
い
る
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
今
は
移
住
者
の
方
を
親
切
に
受
け
入
れ
て

い
る
北
和
田
地
区
で
も
、
昔
は
、
村
外
か
ら
嫁
い
で
き

た
方
は
「
よ
そ
者
」
と
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
今
は
そ

ん
な
言
葉
す
ら
使
わ
な
く
な
っ
た
。
今
は
お
嫁
さ
ん
に

気
を
使
う
と
い
う
方
が
多
く
、
こ
れ
も
「
時
代
の
流
れ

や
な
」
と
笑
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
昔
の
田
舎
な
ら
で

は
の
苦
労
話
に
相
づ
ち
を
打
つ
方
が
多
く
、
当
時
の
苦

労
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
移
住
者
の
方
に
つ
い
て
】

　

移
住
者
の
方
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
皆
さ

ん
口
を
揃
え
て
、「
移
住
者
の
方
か
ら
声
を
か
け
て
欲

し
い
」
と
い
う
意
見
が
多
く
出
ま
し
た
。

「
お
っ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
か
ら
声
を
か
け
に
く
い

の
で
そ
っ
ち
か
ら
声
を
か
け
て
欲
し
い
。
お
ば
ち
ゃ
ん

は
お
し
ゃ
べ
り
な
の
で
い
く
ら
で
も
話
し
を
す
る
」「
少

し
離
れ
た
場
所
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
入
っ
て
き
て
い

る
人
と
接
点
が
な
い
」「
交
流
が
な
い
と
出
会
え
な
い

の
で
交
流
の
場
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
欲
し
い
」「
自

分
ら
か
ら
声
を
か
け
る
こ
と
は
し
に
く
い
」
と
い
う
声

が
多
く
、
少
し
遠
慮
気
味
に
、
遠
巻
き
に
見
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

移
住
者
の
方
は
で
き
る
だ
け
行
事
等
の
交
流
で
き
る

機
会
に
参
加
し
て
、積
極
的
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
喜
ば
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
「
子
ど
も
の
声

を
聞
く
の
が
嬉
し
い
」「
小
さ
い
子
は
み
な
自
分
の
孫

の
よ
う
に
思
う
」
と
い
う
方
も
多
く
、
新
し
い
家
族
が

住
ま
わ
れ
る
こ
と
を
大
歓
迎
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

【
田
舎
暮
ら
し
に
コ
ツ
は
あ
り
ま
す
か
？
】

　
「
新
し
く
移
住
し
て
こ
ら
れ
る
方
に
、
田
舎
暮
ら
し

の
コ
ツ
の
よ
う
な
も
の
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ

い
」
と
の
問
い
か
け
に
「
特
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と

は
な
い
な
あ
」
と
い
う
答
え
が
多
く
、
そ
の
理
由
を
聞

い
て
み
る
と
「
若
い
人
は
車
を
持
っ
て
い
る
の
で
自
分

で
好
き
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
移
動
手
段
に
制
限
が
あ
っ
た
昔
に
比
べ
て
、
道

路
も
良
く
な
り
、
少
し
走
れ
ば
買
い
物
や
遊
び
、
食
事

に
行
け
る
な
ど
、
田
舎
暮
ら
し
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く

な
っ
て
い
る
の
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

●
区
長
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

若
い
人
が
入
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
は
と
て
も
嬉
し

い
こ
と
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
、
元
々
の
住
民
も
移
住
者
も
家
族
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
移
住
者
が
集
落
の
中
に
溶
け
込
み
や
す
い
よ
う
、
困

り
ご
と
が
な
い
か
な
ど
声
掛
け
を
し
た
り
し
な
が
ら
気

に
か
け
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
、不
安
な
こ
と
、

知
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。

週に一度ふれあいセンターで卓球を楽しむ

今回お話を聞かせていただいた皆さん 移住者の方も参加して、話しは盛り上がりました

北和田地区
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定
住
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

移
住
の
先
輩
の
話
し
を
聞
こ
う

定
住

　

今
回
の
移
住
の
先
輩
は
、移
住
５
年
目
の
猪
腰
さ
ん
、

２
年
目
の
三
宅
さ
ん
と
百
々
さ
ん
の
３
名
。
や
ま
ぶ
き

保
育
園
の
お
迎
え
の
時
間
を
利
用
し
て
、
移
住
の
先
輩

方
に
移
住
の
ヒ
ン
ト
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

【
移
住
の
き
っ
か
け
】

　

皆
さ
ん
に
川
上
村
と
の
出
会
い
や
田
舎
暮
ら
し
の

き
っ
か
け
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
田
舎
暮
ら
し
が
し
た
く
て
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
い

た
時
に
川
上
村
を
見
つ
け
た
ん
で
す
。
一
度
行
っ
て
み

よ
う
か
っ
て
こ
と
で
初
め
て
訪
れ
た
時
に
、
田
舎
の
割

り
に
施
設
が
充
実
し
て
い
る
な
、
良
い
な
と
思
っ
て
い

た
ら
す
ご
く
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
住
宅
が
見
つ
か
っ
て

移
住
を
決
め
ま
し
た
。」
と
い
う
猪
腰
さ
ん
。

　

三
宅
さ
ん
と
百
々
さ
ん
は
ご
主
人
の
転
職
を
き
っ
か

け
に
川
上
村
と
出
会
い
、
田
舎
暮
ら
し
を
実
現
し
ま
し

た
。
こ
の
３
名
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
ト
ン
ト
ン

拍
子
に
移
住
が
決
ま
っ
た
こ
と
、
あ
ま
り
迷
わ
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
田
舎
暮
ら
し
は
、
出
会
い
と
タ
イ

ミ
ン
グ
が
大
切
だ
と
、
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

【
移
住
し
て
感
じ
た
こ
と
】

　
「
季
節
を
感
じ
な
が
ら
の
生
活
に
幸
せ
を
感
じ
る
。

旬
の
野
菜
や
お
か
ず
を
い
た
だ
け
る
の
も
あ
り
が
た

い
、
窓
を
開
け
る
と
緑
が
見
え
る
の
が
嬉
し
い
。」
な

ど
の
田
舎
暮
ら
し
な
ら
で
は
の
感
想
が
多
く
、「
今
住

ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、
冬
に
な
る
と
日
当
た
り
が
悪
く

て
太
陽
が
恋
し
い
。」
と
い
う
意
見
も
。
山
に
囲
ま
れ

た
山
間
部
で
は
、
冬
の
日
照
時
間
が
短
い
場
所
が
多
く

あ
り
ま
す
。
家
探
し
は
「
絶
対
に
妥
協
で
き
な
い
こ
と

リ
ス
ト
」
と
、「
妥
協
し
て
も
良
い
こ
と
リ
ス
ト
」
を

作
る
の
が
コ
ツ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
ご
近
所
付
き
合
い
】

　

田
舎
暮
ら
し
で
大
切
な
ご
近
所
や
地
区
と
の
付
き
合

い
方
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
昔
の
知
恵
な
ど
を
教
え

て
も
ら
え
て
あ
り
が
た
い
。」「
地
区
で
の
お
祭
り
や
、

行
事
が
結
構
あ
っ
て
そ
う
ゆ
う
の
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
の
で
、
地
元
の
方
と
の
交
流
も
で
き
て
い

い
。」「
移
住
し
て
色
ん
な
人
と
の
関
わ
り
が
で
き
て
、

以
前
よ
り
子
育
て
が
し
や
す
く
な
っ
た
。
人
に
頼
れ
る

と
い
う
こ
と
が
あ
り
が
た
く
嬉
し
い
。
つ
な
が
り
は
大

事
だ
な
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
が

多
く
皆
さ
ん
う
ま
く
地
域
の
方
と
交
流
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
「
ご
近
所
の
方
に
ど
こ
ま

で
頼
っ
て
い
い
の
か
な
ど
、距
離
感
は
只
今
、模
索
中
。」

と
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

【
子
育
て
】

　

子
育
て
に
欠
か
せ
な
い
保
育
園
や
学
校
に
つ
い
て

は
、「
以
前
は
子
ど
も
が
マ
ン
モ
ス
校
に
通
っ
て
い
た

の
で
、
行
事
が
あ
っ
て
も
学
校
に
行
く
の
が
億
劫
だ
っ

た
け
れ
ど
、
今
は
保
育
園
や
学
校
の
行
事
に
も
楽
し
く

参
加
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
数
も
少
な
い
の
で
一
人

ひ
と
り
き
ち
ん
と
見
て
も
ら
え
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

る
。」「
高
校
へ
通
学
す
る
た
め
に
乗
る
早
朝
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
で
友
だ
ち
と
会
え
る
の
が
楽
し
い
。」
と

い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
多
い
、
な
ど
小
さ
な
村
な
ら
で

は
の
メ
リ
ッ
ト
を
上
げ
る
方
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
反
面
「
今
は
ま
だ
子
ど
も
も
小
さ
い
け
れ
ど
、
高
校

に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
交
通
面
で
自
宅
か
ら
通
え

る
の
か
な
」
と
い
う
意
見
も
。
高
校
へ
の
通
学
、
塾
へ

の
送
迎
な
ど
の
必
要
が
あ
り
そ
う
な
方
、
通
勤
で
電
車

を
利
用
す
る
方
は
、
少
し
で
も
駅
に
近
い
場
所
や
送
迎

し
や
す
い
所
を
選
ぶ
な
ど
工
夫
が
必
要
に
な
り
そ
う
で

す
。

【
困
っ
て
い
る
こ
と
】

　

困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配
事
で
一
番
多
か
っ
た
の
が

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
場
合
。「
村
の
診
療
所
に
は
、

小
児
科
が
な
い
の
で
、
子
ど
も
も
ま
だ
小
さ
い
し
、
何

か
あ
っ
た
時
が
心
配
だ
。」
と
い
う
声
で
す
。
村
に
限

ら
ず
小
児
科
医
が
減
少
し
て
お
り
、
普
段
か
ら
子
ど
も

が
病
気
に
な
っ
た
と
き
の
対
処
方
法
を
相
談
し
て
考
え

て
お
く
の
も
良
い
よ
う
で
す
。

【
今
後
の
こ
と
】

「
お
母
さ
ん
同
士
の
つ
な
が
り
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば

い
い
な
と
考
え
て
い
る
。」「
一
緒
に
ご
飯
を
作
っ
て
食

べ
た
り
、
年
配
の
方
に
味
噌
や
こ
ん
に
ゃ
く
の
作
り
方

を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
で
き
た
ら
い
い
な
ぁ
。」「
今
ま

で
は
集
ま
る
っ
て
言
っ
た
ら
、
お
店
で
ラ
ン
チ
し
よ
う

か
・
・
・
だ
っ
た
け
れ
ど
。」「
不
便
な
中
で
も
、
工
夫

し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
も
見
せ
ら

れ
た
ら
い
い
な
と
思
う
。」「
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か

し
て
、
み
ん
な
で
何
か
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
う
。」

な
ど
の
思
い
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

お
話
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
、
少
し
で
も
多
く
の
方
が
田

舎
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま

す
。

移住５年目の猪腰さん

移住 2 年目の三宅さん

移住 2 年目の百々さん
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や
ま
ぶ
き
保
育
園

川
上
村
の

　
　 

教
育

育
児

教
育

　
美
味
し
い
水
・
広
が
る
緑
の
パ
ノ
ラ
マ
。
川
上
村
は
、

吉
野
川
の
最
上
流
に
位
置
す
る
水
源
地
の
村
と
し
て
、

都
市
に
は
な
い
豊
か
な
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

今
あ
る
山
・
水
・
自
然
・
環
境
を
知
り
、
守
り
続
け

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
考
え
、
川
上
村
を
誇

り
に
思
え
る
児
童
・
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。　

　

子
ど
も
た
ち
は
素
直
で
い
き
い
き
と
輝
き
、
自
然
と

相
手
を
思
い
や

る
心
が
生
ま
れ

育
ん
で
い
き
ま

す
。
こ
ん
な
自

慢
の
子
ど
も
た

ち
と
勉
強
や
遊

び
を
一
緒
に
し

ま
せ
ん
か
。

【
川
上
村
義
務
教
育
プ
ラ
ン
】

　

小
学
校
・
中
学
校
・
教
育
委
員
会
が
連
携
し
、
９
年

間
を
見
通
し
一
貫
性
を
持
た
せ
た
教
育
プ
ラ
ン
を
策

定
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
A
L
T
を
活
用
し
た
英
語
教
育
】

　

小
学
校
で
は
国
際
理
解
と
外
国
語
活
動
の
充
実
、
中

学
校
で
は
実
践
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

と
英
語
検
定
合
格
に
向

け
た
指
導
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼

児
期
か
ら
異
文
化
に
慣

れ
親
し
ま
せ
る
取
組
と

し
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
保

育
園
訪
問
も
行
っ
て
い

ま
す
。

【
水
源
地
の
村
だ
か
ら
で
き
る
自
然
と
の
触
れ
合
い
】

　

水
源
地
の
村
づ
く
り
を
進
め
る
第
一
歩
は
、
子
ど
も

た
ち
に
川
上
村
の
自
然
や
環
境
に
親
し
み
を
持
た
せ
る

こ
と
と
考
え
ま
す
。
川
上
村
の
水
生
昆
虫
や
野
生
生
物

と
自
然
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
学
ぶ
中
で
、
生
物
に
優

し
い
環
境
づ
く
り
は
何
か
、
引
い
て
は
人
間
に
も
優
し

い
環
境
づ
く
り
を
感
じ
と
れ
る
心
の
育
成
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

本
州
で
唯
一『
ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
』と
い
う
チ
ョ

ウ
が
村
で
確
認
さ
れ
、
国
指
定
天
然
記
念
物
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
ギ
フ
チ
ョ
ウ
や
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ

カ
な
ど
の
珍
し
い
動
植
物
も
豊
富
で
す
。

【
校
舎
一
元
化
を
め
ざ
す
】

　

近
い
将
来
、
保
育
園
・
小
学
校･
中
学
校
を
一
箇
所

に
集
め
、
新
し
い
教
育
に
取
り
組
む
計
画
中
で
す
。

【
保
育
園
の
特
徴
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
】

　

本
園
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
兼
ね
て
い
る
保
育

園
な
の
で
、
未
就
園
児
対
象
の
「
の
び
っ
こ
広
場
」、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
対
象
の
「
ニ
コ
ニ
コ
マ
ザ
ー

ル
ー
ム
」
を
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も

未
就
園
児
や
小
学
生
（
放
課
後
）
の
遊
び
場
と
し
て
園

庭
の
開
放
も
し
て
い
ま
す
。

　

園
児
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
毎
日
の
遊
び

も
異
年
齢
児
が
共
に
過
ご
す
こ
と
も
多
く
、
年
中
、
年

長
さ
ん
は
自
然
と
小
さ
い
お
友
だ
ち
の
お
世
話
を
し
て

あ
げ
る
や
さ
し
さ
が
身
に
つ
き
、
小
さ
い
お
友
だ
ち

は
、
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
に
遊
ん
で
も
ら
う
喜
び
や
楽

し
さ
を
感
じ
る
な
ど
共
に
良
い
関
係
で
育
ち
あ
っ
て
い

ま
す
。

　

園
児
数
が
少
な
い
の
で
、
近
隣
自
治
体
の
こ
ど
も
園

と
年
に
数
回
、
お
互
い
の
園
を
訪
問
し
た
り
、
小
学
校

低
学
年
と
も
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
恥
ず
か

し
が
っ
て
い
た
園
児
た
ち
も
、
回
を
重
ね
る
度
に
仲
間

意
識
が
高
ま
り
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
見
る
と
懐
か
し

が
っ
て
遊
ん
だ
り
、
帰
る
際
に
は
名
残
り
惜
し
そ
う
な

姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

【
P
R
ポ
イ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か
】

　

園
庭
に
は
川
上
村
の
木
材
を
使
っ
た
大
型
遊
具
が
あ

り
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
や
丸
太
登
り
な
ど
身
体
を
動
か
し

て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
近
く
の
遊
歩
道
は

園
児
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
も
し
て
お
り
、
周
り
に
広

が
る
土
手
を
駆
け
上
っ
た
り
、
滑
り
降
り
た
り
と
自
然

に
触
れ
な
が
ら
の
体
力
作
り
の
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
大
好

き
な
お
散
歩
コ
ー
ス
に

は
図
書
館
が
あ
り
、
園
に

は
な
い
絵
本
を
見
た
り
、

川
上
村
に
住
ん
で
い
る

生
き
物
が
見
ら
れ
る
「
森

と
水
の
源
流
館
」
に
立
ち

寄
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
、
自
然
探
索
を
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

本
園
は
村
の
皆
さ
ん
か
ら
「
村
の
宝
物
」
と
愛
さ
れ

見
守
ら
れ
な
が
ら
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
保
育
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
と
の
交
流
で
は
、
お
寺

の
花
祭
り
、
丹
生
川
上
神
社
上
社
へ
の
お
参
り
、
高
齢

者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
方
と
の
交
流
訪
問
、
ち

び
っ
こ
ポ
リ
ス
の
衣
装
を
着
て
園
児
手
作
り
の
交
通
安

全
マ
ス
コ
ッ
ト
の
配
布
や
１
０
月
に
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
役
場
や
郵
便
局
な
ど
を
訪
問
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
大
運
動
会
の
参
加
、
そ
し
て
中
学
生
に

一
番
人
気
が
高
い
保
育
園
で
の
職
業
体
験
の
受
け
入
れ

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
生

き
る
力
の
火
種
を
灯
せ
た
ら
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま

す
。　
　
　

【
移
住
を
考
え
て
い
る
方
に
一
言
】

　

都
市
部
に
比
べ
る
と
、
園
児
数
は
少
な
い
の
で
、
そ

の
分
保
護
者
同
士
も
す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
、
家
族
ぐ
る

み
の
お
付
き
合
い
が
自
然
に
成
立
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
源
流
の
村
な
ら
で
は
の
澄
ん
だ
空
気
と
美
味
し

い
水
。
ま
わ
り
に
広
が
る
山
々
は
新
緑
、
紅
葉
、
雪
景

色
と
四
季
折
々
の
自
然

美
が
見
ら
れ
ま
す
。
春
は

う
ぐ
い
す
の
さ
え
ず
り

で
目
が
覚
め
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

「
水
源
地
の
村　

川
上

村
」
は
子
育
て
に
も
最
高

で
す
！
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、

児
童
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て

考
え
る
授
業
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
、

近
隣
校
と
遠
隔
で
の
授
業
交

流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

川
上

　
中
学
校

【
学
校
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。】

　

学
校
の
施
設
・
設
備
は
充
実
し
て
お
り
、
普
通
教
室

は
木
質
化
さ
れ
書
画
カ
メ
ラ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
エ

ア
コ
ン
等
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
生
と
生
徒
の
距
離
が
近
く
、
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
に
近
い
形
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
で
学
習
す
る
こ

と
が
で
き
る
な
ど
学
習
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
と
教
職
員
が
一
緒
に
掃
除
を
し
、
校
舎

内
外
も
と
て
も
美
し
く
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

き
め
細
か
な
指
導
に
よ
る
学
力
保
障

和
太
鼓
の
演
奏

高
齢
者
と
の
交
流

全
員
参
加
の
部
活
動

全
校
登
山

　

少
人
数
を
生
か
し
た
個
人

に
応
じ
た
指
導
で
、
自
ら
学

ぶ
力
を
育
て
ま
す
。

　

夏
休
み
に
は
学
力
向
上
の

た
め
の
学
習
会
、
定
期
テ
ス

ト
前
に
は
放
課
後
学
習
が
あ

り
ま
す
。

　
地
域
の
方
た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
や
、

郷
土
を
知
る
取
り
組
み
を
た
く
さ
ん
行
い
、

故
郷
を
愛
し
誇
り
に
思
う
心
を
養
い
ま
す
。

　

地
域
に
伝
わ
る
「
や
ま

び
こ
太
鼓
」
を
練
習
し
、

運
動
会
や
文
化
祭
、
郡
の

音
楽
会
で
演
奏
し
ま
す
。

地
域
の
文
化
を
継
承
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
お
年
寄
り
を
大

切
に
思
う
心
の
育
成
に
努

め
て
い
ま
す
。
独
居
の
お

年
寄
り
と
年
賀
状
の
や
り

と
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

全
員
が
運
動
部
活
動
と
文

化
ク
ラ
ブ
活
動
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
文
化
ク
ラ
ブ
活
動

で
は
地
域
の
方
た
ち
と
触
れ

合
う
機
会
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

３
年
間
で
村
内
の
３
つ

の
名
山
を
制
覇
し
ま
す
。

大
自
然
と
の
触
れ
合
い
の

中
で
、
豊
か
な
心
と
ふ
る

さ
と
へ
の
誇
り
を
育
て
ま

す
。

川
上

　
小
学
校

【
学
校
の
特
徴
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
】

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
落
ち
着
い
た
環
境
で
、
川

上
村
唯
一
の
小
学
校
と
し
て
村
の
人
々
に
愛
さ
れ
て

い
る
学
校
で
す
。

　

毎
朝
、
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
を
先
生
方
が
玄
関

で
迎
え
、
挨
拶
の
声
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
自
然
や
伝
統
文
化
に
触
れ
る
た
め
、

村
の
方
を
招
い
た
り
、
出
か
け
て
行
っ
た
り
し
て
川

上
村
の
文
化
財
や
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　
「
自
分
大
好

き　

学
校
大
好

き　

川
上
大
好

き
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に

「
心
豊
か
で
、

い
き
い
き
学
ぶ

川
上
っ
子
」
の

育
成
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

水
の
つ
な
が
り

全
校
給
食

I
C
T
機
器
を
活
用
し
た
遠
隔
授
業

全
校
ス
ピ
ー
チ

大
規
模
校
と
の
授
業
交
流

か
み
せ
タ
イ
ム

連
携
大
学
に
よ
る
理
科
教
室

異
年
齢
と
の
交
流

　

吉
野
川
分
水
の
流
域
校
と

の
田
植
え
・
稲
刈
り
体
験
を

行
い
、
吉
野
川
（
紀
の
川
）

の
上
下
流
に
住
む
児
童
同
士

の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
食
器
を
持
っ
て
正
し
い

姿
勢
で
食
べ
よ
う
」
と
給
食

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
セ
レ
ク
ト
給
食
や
リ
ク
エ

ス
ト
給
食
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

全
児
童
の
前
で
ス
ピ
ー
チ

す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま

す
。
よ
く
分
か
る
よ
う
に
話

そ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。

　

多
人
数
の
中
に
入
り
、
同

学
年
の
児
童
と
交
流
学
習
で

き
る
貴
重
な
体
験
で
す
。

　

全
児
童
が
主
役
を
務
め
る

か
み
せ
タ
イ
ム
学
習
発
表

会
。
一
人
ひ
と
り
が
活
躍
で

き
る
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

大
阪
工
業
大
学
の
教
授
と

学
生
か
ら
理
科
の
楽
し
さ
を

親
子
で
学
び
ま
す
。

　

異
年
齢
の
関
わ
り
を
大
切

に
す
る
た
め
に
、
全
児
童
で

縦
割
り
班
を
作
り
、
遊
び
や

清
掃
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

大
勢
の
中
で
も
普
段
か
ら

培
っ
て
い
る
力
を
発
揮
し

て
、
物
怖
じ
せ
ず
堂
々
と
自

分
の
考
え
を
発
表
す
る
た
く

ま
し
い
姿
が
あ
り
ま
す
。

大
規
模
校
と
の
教
育
交
流

教
育

教
育
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ちびっこ増やし隊の活動は、
Facebook でご覧いただけます。
https://www.facebook.com/
fuyashitai

育
児 交

流

ちびっこ
　　　増やし隊

　
「
川
上
村
の
子
育
て
世
代
が
楽
し
く
交
流

で
き
る
時
聞
を
増
や
し
た
い
！
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
活
動
さ
れ
て
い
る
「
ち
び
っ
こ

増
や
し
隊
」
で
は
子
育
て
世
代
の
交
流
会

と
し
て
、
お
花
見
会
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
校
生
ま
で
が
元
気
に

遊
び
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
は
そ
の
様
子

を
見
守
り
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
。
数
少

な
い
保
護
者
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
、

毎
回
50
名
以
上
の
子
育
て
家
族
が
集
ま
り
、

村
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

【
貝
谷
さ
ん
は
結
婚
し
て
川
上
村
に
来
ら
れ
て
不
安
な

点
は
あ
り
ま
し
た
か
？
】

貝
谷
ー
川
上
村
に
来
た
当
初
は″
話
し
相
手
が
い
る

の
か
な
ぁ
＂と
い
う
位
の
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
あ
ま

り
気
に
は
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
子
ど
も
が
生
ま

れ
て
子
育
て
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
子
ど
も
の
遊
び
友

だ
ち
が
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
て”

・
・
・
で
も
仕

事
の
こ
と
を
考
え
る
と
引
っ
越
す
こ
と
も
で
き
な
い

し
・
・
・

　

周
り
で
は
子
ど
も
が
高
校
生
に
な
る
と
村
か
ら
出
て

い
く
人
が
い
る
ん
で
す
。
通
学
の
面
か
ら
考
え
る
と
仕

方
の
な
い
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
引
き
止
め
ら
れ
る

手
段
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

【
最
近
は
大
阪
方
面
の
移
住
者
が
増
え
て
い
ま
す
ね
！
】

貝
谷
ー
嬉
し
い
で
す
ね
。
川
上
ｉ
ｎ
ｇ
ツ
ア
ー
の
交

流
会
に
も
参
加
し
て
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
の
方
と
は

川
上
村
ち
び
っ
こ
増

や
し
隊
で
活
躍
中
の

大
阪
市
出
身
の
貝
谷

さ
ん
と
地
元
の
中
居

さ
ん
に
お
話
し
を
伺

い
ま
し
た
。

大
阪
市
出
身
と
い
う
共
通
点
も
あ
り
ま
し
た
し
、
体
験

談
を
聞
い
て
も
ら
い
、
親
近
感
を
持
っ
て
も
ら
え
た
よ

う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
い
ま
し

た
。

中
居
ー
私
た
ち
と
の
交
流
会
で
川
上
村
で
の
暮
ら
し

が
少
し
で
も
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
た
よ
う
で
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
選
択
肢
が
多
い
中
で
川
上
村
の
対
応
が
一
番

良
か
っ
た
の
も
決
め
手
の
１
つ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
初

め
の
印
象
っ
て
大
き
い
で
す
よ
。

貝
谷
ー
東
京
か
ら
移
住
す
る
な
ら
長
野
や
北
海
道
な

ど
が
多
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
大
阪
か
ら
だ
と
車
で

１
時
間
半
あ
れ
ば
川
上
村
に
来
れ
る
し
、
移
住
も
考
え

や
す
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。

　

環
境
も
良
い
し
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
も
遊
び
に
来
て
も
ら
い
や
す
い
で
す
よ
。
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ご近所さんともすぐに
打ち解け、ひ自然と人
と穏やかに過ごす毎日
を気に入っています。

川上 川上男  さん

1234年 5月 6日 震 災 を
機 に 福 島 か ら 家 族 4人
で 川 上 村 ○ ○ ○ へ 移
住 。奥 様 と 小 学 生 の 娘
さ ん・保 育 園 の 息 子 さ
ん と 4人 暮 ら し 。
趣 味 は ○ ○ ○ ○ ○ ○ 。

移
住

32

か
わ
か
み 

　 　
　
　
　
　
　
　

ら
い
ふ

村
民
の
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え

川
上
村
を
元
気
に
す
る
「
か
わ
か
み
ら
い
ふ
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

支
援 一

般
社
団
法
人

●
一
般
社
団
法
人
か
わ
か
み
ら
い
ふ
と
は　

　

東
部
地
区
に
あ
る
川
上
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」
や
「
巡

回
診
療
」、「
卓
球
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
支
援
」
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
す
べ
て
村
民
か
ら
採
用
し
て
お
り
、
新

た
な
雇
用
の
場
の
創
出
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、買
い
物
支
援
と
し
て
地
域
の
ス
ー
パ
ー「
吉

野
ス
ト
ア
」
と
生
協
「
な
ら
コ
ー
プ
」
と
連
携
し
、
食

料
品
な
ど
を
中
心
と
し
た
移
動
ス
ー
パ
ー
運
行
と
宅
配

代
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
か
わ
か
み
ら
い
ふ
の
仕
組
み
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　

か
わ
か
み
ら
い
ふ
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
村
民
が
気

軽
に
集
う
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

・
開
館
日
：
月
曜
日
～
金
曜
日

・
常
に
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

・
移
動
ス
ー
パ
ー
運
行
と
宅
配
事
業
の
拠
点
と
な
り
ま

す
。

・
役
場
や
診
療
所
と
連
携
し
て
、
巡
回
診
療
や
健
康
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

・
自
主
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。

移
動
ス
ー
パ
ー
運
行
・
な
ら
コ
ー
プ
の
宅
配
代
行

　

吉
野
ス
ト
ア
と
連
携
し
た
移
動
ス
ー
パ
ー
・
か
わ
か

み
ら
い
ふ
号
は
村
内
の
全
地
区
を
回
り
、
生
鮮
品
や
日

用
品
、
ご
み
袋
な
ど

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
な
ら
コ
ー

プ
の
宅
配
事
業
を
受

託
し
、
皆
さ
ん
が
注

文
し
た
品
物
を
長
い

階
段
が
あ
る
ご
自
宅

や
駐
車
場
か
ら
距
離

の
あ
る
ご
自
宅
ま
で

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
・
灯
油
配
達
業
務

　
「
か
わ
か
み
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
」

　

す
べ
て
の
村
民
が
安
心
し
て
村
に
住
み
続
け
る
た
め

に
は
、
重
要
な
生
活
基
盤
と
し
て
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

の
存
続
が
不
可
欠
で
す
。

　

運
営
方
法
を
工
夫
し
て
「
村
民
に
よ
る
村
民
が
利
用

し
や
す
い
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
自
然
豊
か
な
村
を
遊
ぶ

「
自
然
豊
か
な
村
に
移
住
し
た
ら
ど
ん
な
こ
と
が
体
験

で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と
期
待
は
膨
ら
み
ま
す
よ
ね
。

　

今
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
が
中
心
と
な
っ
て「
む

ら
し
る
べ
」
と
い
う
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
村
を

も
っ
と
知
り
た
い
、
色
ん
な
体
験
を
し
た
い
と
い
う
方

は
、
ま
ず
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
む
ら
し
る
べ
」
に
は
、
子
育
て
世
代
を
中
心
に
保
護

者
と
お
子
さ
ん
に
参
加
し
て
貰
い
ま
す
。
実
は
、
村
へ

お
嫁
に
来
ら
れ
た
お
母
さ
ん
方
も
多
く
、
こ
れ
ま
で
体

験
を
提
供
す
る
機
会
は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
先
輩
移
住
者
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
保
護
者

や
お
子
さ
ん
も
参
加
し
て
お
り
、
自
然
や
暮
ら
し
、
文

化
を
学
び
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
と
と
も
に
交
流

を
深
め
、
地
域
で
の
暮
ら
し
を
よ
り
楽
し
ん
で
も
ら
え

れ
ば
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

水
源
地
の
村
の
夏
は
、
何
と
言
っ
て
も
川
遊
び
で

す
！

　

美
し
く
輝
き
、
透
き
と
お
っ
た
清
流
で
シ
ャ
ワ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
や
飛
び
込
み
体
験
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
装
着
し
、
指
導
者
も
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
楽
し

ん
で
も
ら
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
物
に
触
れ
る
「
直
接
体
験
」（
原

体
験
）
は
お
子
さ
ん
の
人
格
形
成
に
影
響
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
の
膨
大
な
情
報
に
よ
る
「
間
接
体
験
」
に
と
ど
ま
り
、

「
直
接
体
験
」
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
触
っ
た
り
、

嗅
い
だ
り
、
味
わ
っ
た
り
す
る
活
動
を
と
も
な
う
「
直

接
体
験
」
が
で
き
る
子
育
て
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

む
ら
し
る
べ

遊
び
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０歳から２歳までの子どもがいる家庭に対し交付。
（村内に居住して１年を経過している方が対象）出生時１０万円　１歳児１０万円　２歳児１０万円

子ども祝い金

川上小・中学校に在籍する児童、生徒にかかる教育活動費（教材費）や修学旅行費を負担。

川上村立小・中学校教材費等無償化事業

子どもの習い事（芸術・文化・スポーツ・学力補充）に対しての助成。
1種目の年間受講料等の３分の１（上限2万円）1人3種目まで。　

川上村習い事補助金

１６歳から１８歳の子どもを養育する世帯に対象となる子ども１人に月額5,000円を給付。

川上村子育て応援手当

川上村に在住し、高校へ通っている者を対象に通学費を助成。通学距離に応じて、最大8,000円の補助。

川上村高等学校通学費補助金

高校、専門学校、大学に進学する際に、経済的な事情で学業を断念することの無いように支援。
高校、専門学校 年額３０万円　大学 年額３６万円

奨学金貸付

子
育
て

村内の空き家の有効活用として田舎暮らしを希望する方に、賃貸可能な空き家を紹介。

川上住まいるネット（空き家バンク）

村内で快適な住環境の整備と、安全で安心な暮らしづくりのために住宅の新築、リフォーム、購入等を行う
者に補助金を交付。対象経費の１／２で上限１００万円。川上産吉野材を基準値以上使用した新築、リ
フォーム、村の耐震診断を受診したリフォームついては上限２００万円。

豊かな暮らしづくり住宅補助金

住
ま
い

川上村の「職」と「住まい」を紹介する移住応援ツアー。ハローワークを通じて求人している事業所の紹介
などを実施。

川上ingツアー

地元住民、事業所及び団体が、地域資源を活用した商品の開発や起業、既存商店のリニューアル等に対
し補助金を交付。補助対象経費の２分の１以内で、上限３００万円。

川上村産業振興支援補助金

し
ご
と

川上村ってどんなところ？田舎暮らしに興味はあるんだけれど・・・

そんな疑問があるアナタ。まずは川上村定住促進課にお問い合わせください。

″川上ｉｎｇツアー〟で暮らしを少し覗いてみることもできます。

川上村に移住したいのですが、どこに相談をすれば良いですか？

村には″やまぶきバス・ゆうゆうバスというコミュニティバス〟が走っていますが、保育

園の送迎などには自家用車は欠かせないと思います。

スーパーは村の中心部（役場）から約２０分の所にあります。また、移動スーパーや

生協の宅配サービスもあります。

買い物や交通面などに不便はありませんか？

妊娠時の健康診査費の補助から高校生までの医療費を全額負担するなどの補助

金制度が整っています。

また保育園・小中学校では少人数ならではの行き届いた教育や田舎ならではの自

然体験などもすることができます。

子育て支援制度はどうですか？

商売をしたい。地元の食材を使った新商品を作りたいなどのお考えをお持ちの方、

村では「産業振興支援補助金」を設置し、皆さんを応援します。

起業支援はありませんか？

question

01

question

02

question

03

question

04

0歳から18歳の子どもに対して、医療費の全額を助成。

乳幼児・子ども医療費助成金

予防接種法に基づく定期･任意予防接種に伴う経済的な負担軽減のため、接種費用を全額負担。
（小中高生のインフルエンザ予防接種においては上限2,000円を助成）

子どもの予防接種

医
療
福
祉

Q&A

暮らしを
応援



< 川上村役場 > ☎ 0746-52-0111「川上 ing ツアー係」とお伝えください
「川上 ing ツアー」のお申し込み・お問い合わせはお気軽にどうぞ

ミニツアーは “ 随時 ” 開催しています。

川上村が総力をあげて、田舎ぐらしを応援します。

田舎で暮らしたいけれど仕事が心配・住まいが心配。

そんな田舎ぐらしの心配にお応えします。

川上 ing ツアーは、川上村の職と住、

生活環境などをご案内します。

奈良県川上村の「職と住」をご紹介

川上 ing ツアー開催

田
舎
暮
ら
し

×
職
＋
住

川上 ing 発行 : 川上村定住促進課
川上村　〒 639-3594　奈良県吉野郡川上村大字迫 1335 番地の 7

http://www.vill.kawakami.nara.jp/moveかわかみんぐ 検索

〜 か わ か み ん ぐ 〜

コミュニティバス

桧


